
都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 情報提供・相談支援部会

地域相談支援フォーラム報告
15：10～15：50
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地域がん相談支援フォーラムの経緯、役割

⚫ ブロック内の相談支援センターメンバーによる実行委員会構成
⚫ ブロック内県担当者の参加
⚫ 県内および他県の好事例共有
⚫ 県をミックスしたグループワーク
⚫ 一般向け公開セミナーを同時開催

H27年度 鹿児島

H26年度 三重

H28年度 東北

https://ganjoho.jp/med_pro/vod/training_tdfk/forum/index.html

◼ 2012年度より、広域地域ベースでの情報交換と好事例の共有の場を用意
し、相乗的な効果を生む活動支援を実施

◼ 2014年度からは企画公募で募集し、国立がん研究センターが支援
◼ 2016年度から、国立がん研究センターの直接的な支援のない、地域主体開
催型（in沖縄）も開始

◼ 現在は、全て地域主体開催に移行

地域相談支援フォーラムの目的や役割

◼ 好･先進事例の共有、相談支援センターの周知
◼ ネットワーク構築（相談支援センター間、行政-拠点病院間、拠点病院
－医療福祉施設間、県境を越えた広域）

◼ 活動の活性化･均てん化、質向上の取組促進
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•単県ではなく、ブロックで開催することを活かしてテーマやプログラム内容を
どのように決めているのか

• テーマや内容の決定における裁量や体制について

報告テーマとこれからの流れについて

報告テーマ

これからの流れ

これからブレイクアウトセッションを開始します。
AグループとBグループどちらかを選択いただき、移動してください
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グループ分けとタイムスケジュール

Aグループ Bグループ

15：15～
15：25

首都圏ブロック
「認知症がん患者の自立とがん相談支援セン
ターの役割を考える」

北関東・甲信越ブロック
「AYA世代がん患者への支援を考える～「未来を担う世
代」の今と未来を支えるはじめの一歩～」

15：25～
15：35

北陸ブロック
「Withコロナ時代のがん相談～今こそ相談支援
の力を発揮するために～」

四国ブロック
「みんなどうしてる？コロナ禍での相談支援」

15：35～
15：45

近畿ブロック
「がんゲノム医療における相談支援」

九州ブロック
「最新の情報はがんゲノム、がん相談の原点は…」

15：45～
15：50

全体の質疑応答 全体の質疑応答
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ブレイクアウトセッション参加方法

ブレイクアウトセッションを開始すると、Webex参加画面右上に、ブレイクアウトセッションに関する内容が表示されます。

参加を希望するルームをご自身で選択し、移動してください。

参加方法

参加者

参加者

ブレイクアウトセッションが

開始されると表示されます

①「すべてのブレイクアウト

セッションを表示」をクリック

②参加したいセッションの

「参加」をクリックしてください

ポップアップで表示されます



ブレイクアウトセッション参加方法

参加者

参加しているセッションが表示されます

①「他のブレイクアウトセッションを表示」

をクリック

※参加中のセッションは表示されません

②移動したいセッションの

「参加」をクリックしてください

ポップアップで表示されます

ルーム間を移動する場合は下記手順で移動してください。

移動方法



Aグループ
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「令和３年度
北陸地区地域相談支援フォーラムin富山」

開催までの取り組み

富山県立中央病院
がん相談支援センター
敦賀 晶子 中空 真由美
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１．「令和3年度北陸地区地域相談支援フォーラムin富山」概要

日時 ：令和3年11月27日（土）13時～16時

開催方法：Zoomによるオンライン開催

対象 ：北陸3県のがん相談支援業務を行う相談員、医療従事者

主催 ：富山県がん診療連携協議会

共催 ：富山県・石川県・福井県・石川県がん診療連携協議会・福井県がん診療連携協議会

後援 ：国立がん研究センターがん対策情報センター

参加人数： 95名

テーマ ：Withコロナ時代のがん相談
～今こそ相談支援の力を発揮するために～
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２．フォーラムまでの流れ

第1回北陸３県打ち合わせ
・実行員自己紹介
・今後の進行やテーマ案について

3月

４～5月 富山県実行委員内で会議、メール等で
テーマや構成等絞り込み

6~7月
「研修企画コンサルテーション」を
活用し講演内容、講師紹介等相談

８月

第２回北陸３県打ち合わせ
・テーマ決定・構成：シンポジウム形式
・プログラム等について検討

「地域相談支援フォーラムオンライン開催
にあたり情報・知恵を共有する会」参加

オンライン開催への不安…情報部へ協力依頼

北陸３県メール等でやりとり
シンポジウム発表者や当日役割決定

申し込みフォームや募集要項等作成

講師の先生とメールでフォーラム主旨等共有

国がんへ後援申請や講評の依頼

９月

10月 参加者募集開始

国がんや北陸３県で随時メールやりとり
準備を進めていった

11月

当日の登壇者でリハーサル

第３回北陸3県打ち合わせ
・当日流れ等最終確認

情報部と当日に向け通信環境等確認

参加者へ資料等メールで発送

11月

11月27日 フォーラム開催！
23



３．フォーラムのテーマ決定まで

事前に各県でテーマの案について考えてきてもらい、テーマの候補をあげて
いった。昨年のアンケート結果も元に検討。
AYA世代、ゲノム医療、高齢がん患者の意思決定支援、アピアランスケアetc.

富山県で
話し合い

テーマを絞り込む内に…
でも結局コロナ禍で今まで通りの相談支援ができなくなった面も多い…。
患者会やサロンの中止などがん患者への影響はどうなのだろう？支援が行き
届いているのか？他の県の現状は？
コロナ禍でのがん相談について話は盛り上がっていった…
今年度はコロナ禍でのがん相談をテーマにフォーラムを開催してはどうか？

北陸３県へ
メール

テーマ選定の経緯について：コロナ禍で患者は友人に会う機会を失い、遠方の
家族にも会えない時代だからこそ、がん相談の必要性を強く感じる。コロナ禍
でのがん相談の現状、今後に向けた取り組みについて北陸３県で意見交換を行
い今後に活かせるフォーラムを開催したいという考えに至った。

北陸３県で
話し合い

北陸３県で
話し合い

メールで事前にお知らせしたテーマ選定経緯に賛同頂き、テーマ決定！

「Withコロナ時代のがん相談～今こそ相談支援の力を発揮するために～」
となりました。 24



４．プログラム決定まで

北陸３県でコロナ禍でのがん
相談の現状、今後に向けた取り
組みについて意見交換したい。

参加者が多いとグループワークは難しい。
でもオンラインのメリットを活かして人
数制限はしたくない。シンポジウムなら
参加者からも意見をもらえるのでは？

前半はシンポジウムにしてコロナ禍でのがん相
談について意見交換。後半はコロナ禍での相談
支援に活かせるような講演にしてはどうか？
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令和３年度 北陸地区地域相談支援フォーラムin富山
テーマ：Withコロナ時代のがん相談～今こそ相談支援の力を発揮するために～

総合司会：敦賀晶子（富山県立中央病院）

13:00 開会挨拶：柴田和彦（厚生連高岡病院 副院長）

13:10 シンポジウム
「コロナ禍となった昨年からのがん相談の現状、今後に向けた取り組み」

座長： 前田誉子（厚生連高岡病院）

シンポジスト： 中空真由美（富山県立中央病院）
坂倉喜代美（金沢医療センター）
横山友美 （福井赤十字病院）

14:25 休憩

14:35 講演 「今だからこそ。つなぎ、ささえあう、がん相談を」
講師：橘 直子（九州大学人間環境学府人間共生システム専攻 医療ソーシャルワーカー）

15:35 質疑応答

15:45 講評：櫻井雅代（国立がん研究センター がん対策研究所 がん情報提供部）

15:55
16:00

閉会挨拶：宗本義則（福井県済生会病院 副院長）

26



５．北陸ブロック内での準備の進め方

★打ち合わせは全てZoomによるオンライン会議とした。（富山県内も）
★北陸３県での打ち合わせは4回施行。富山県実行委員である程度事前に検討し

その内容をメールで伝えるようにした。そして北陸３県での打ち合わせで意見
をもらいながら決定していった。

★主催県の代表は富山県立中央病院が担った。主に各県の代表者とメールや
電話でやりとりした。依頼状など事務手続きは部会長病院の厚生連高岡病院
が行った。

★当院情報部にも協力を得てオンライン上でのシンポジウムの方法等も
相談した。

★準備を進めるにあたり困った時は、国立がん研究センターの担当の方にその都度
メールで相談し助けて頂いた。

27



６．フォーラム開催に向けブロックとして意識したこと

昨年は北陸地区で初めてフォーラムを開催し、北陸３県の
がん相談支援を行う相談員がお互いの状況を知り、連携に向けた
情報共有の機会となった。

今回は北陸地区がん相談員として一歩進んで学びをより深めたい。

コロナ禍でのがん相談の現状を共有し、患者・家族が孤立しがちな
状況だからこそがん相談の体制や相談員のスキルを向上し、これからの
がん患者の支援に活かすことを目指した。

28



７．北陸ブロックフォーラムからの学び

・他県のコロナ禍でのがん相談の現状を知り事ができた。
・感染予防対策に留意しながら相談支援を続ける必要性を改めて実感した。
・コロナ禍におけるがん相談の悩みはどの施設も共通することも多く励みとなった。
・コロナ禍だからこそ創意工夫し丁寧に対応することを学ぶ機会となった。
・オンラインは高齢者にとってハードルは高いが続けていくことが大切。
・LINEでのがん相談やケーブルテレビの広報活動など参考になった。
・サロン利用者へ手紙を送ったという活動が印象に残った。
・橘先生の講演より

・一期一会を大切にしたいと感じた。
・レジリエンスという言葉を知り勉強になった。
・相談員の自分らしさ、メンタルヘルスの大切さ。 etc.

アンケートより

★北陸３県、コロナ禍での相談支援における創意工夫点を知りよい刺激となった。
★コロナ禍での新しい相談支援の様式を取り入れながら、今後もがん相談質向上に向け
励みとなった。

★明日からのがん相談支援に活かすことのできるフォーラムとなった。

北陸３県、昨年は顔の見えるフォーラム、今年は心の見えるフォーラムへ。
（講評のお言葉より） 29



８．「オンライン」というハードルを乗り越えて
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令和３年度北陸地区相談支援フォーラム開催に向け
ご協力頂いた皆様に感謝いたします。

本日はご清聴ありがとうございました。
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Bグループ
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2021

ṇ
in

4 5 26

צּ ṇ

ṇ ṇ

50



ṇ

• 2021 11 21 ṕ Ṗ13:00Ṍ17:00
• 125
ṕ 9 ḭ 10 ḭ 27 ḭ 17 ḭ 46 ḭ 13 ḭ 3 Ṗ

• ṇ

ṡAYA צּ נּ
Ṍṡ לּ Ṣ נּ ṌṢ

•

AYA צּ צּ ︡ ךּ︣ פֿ ︡ ︡
ךּ כֿ ḭ ︡ נּ ךּ כֿ ḭ ḭ

ךּ כֿ ḭ ︣פּ ︣ Ḯ
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ṇ 1

ṡ ︡ AYA צּ ṇ Ṣ
AYA ṇ ṇ

ṇ 2

ṇ
ṣAYA צּ וֹ Ṥ

קּ רּ
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ṇ ḱ
︡ נּ כֿ

• ṇ 2צּ
ךּ Ḯ ṇ וֹ כֿ כֿשּ צּ
קּ פּךּ

• ḭֿכ כֿ AYA ṇ ︡
︡ ףּ ḭ צּ כֿךּ פּ ḭṡAYA צּ

Ṣ ṇ ︣ כֿ ︡ Ḯ

• ṇ ︡ ḭצּ ṇ ṕ
ṇ Ṗ ︣ כֿ ︡ Ḯ
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ṇ ḱ
ṇ ךּ ṕ Ṗ

AYA צּ ךּ

בֿ Ḯךּ

3 צּ

בֿ ךּ ḭצּ

שּ ︢

טּ Ḯ ︢ ךּ

︡ נּ ךּ כֿ

טּוֹ Ḯפּלּ

︣

טּ ḭAYA ︣

ḭשּ טּ Ḯ

ṥ Ṧ

AYA צּ

נּ

AYA צּ

ṇ

נּ

︡

︡ כֿ צּ ךּ לּךּ

ṕ Ṗּצ Ḯ

צּ

טּ Ḯּ︡︡פ צּ פּ

Ḯךּ ṡ לּ

︡ ךּ

Ṣפּשּ צּלּ טּצּ

Ḯפּךּ ṇ 1 ḭ

ṇ 2 לּךּ
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ṇ ḱ
ךּ ṕ Ṗ

• ṇ ︣

• ṕ13 Ṍ17 Ṗ

• ךּ ṕ 3 צּ Ṗ

צּ ︣
ṇ ṇ ︣

Ҝ פּ Ḯ ḭ ḭ
︣ Ḯ

ᵽ
צּ Ḯ Ḯ

ךּ ṇ ṇ כֿ ︡
פּלּ ︡ Ḯךּ ︡
ךּ קּ צּ צּ ףּצּלּ ︡ Ḯךּ

2 /

︡ Ḯ

55



ṇ ḱ
ךּ ṕ Ṗ

ṇ ḭAYA צּ ︡ שּ
ṇּצ ︡ לּ ḭ Ḯךּ︡

︣ כֿ ḭ צּ ︡ ḭשּ︣ צּ ︡ ךּ︣
נּ כֿ ḭ Ḯךּ︣

ṇ

ṡ וֹ Ṣ

ẁ אל Ḯךּ ẁ ךּ Ḵ ẁ נּ ךּ פּ Ḵ

︡ ḭ ṇ AYA ︣
ṇ צּלּ ︡ Ḯךּ︣ Ḯלּ

ẅ ṇ פּ צּ ḭ
︡ ךּ Ḯ
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︡ נּ כֿ
• 2 ךּ ףּ ḭ︡ךּ נּ

פּ כֿ צּ
פּךּ

ṟ ṕ Ṗ ףּ ךּ ︡ כֿ Ṡ

לּ ךּ ףּ ︡ךּ Ḯךּ
ךּאל YA ḭ 15 A
Ḯ

צּ פּ ḭ פּ ḭ צּ
ḭפּ כֿ ︡ לּ טּצּ ḭפּ
ṇּצ צּ פּ נּ ḭפּ ףּ

︡ךּ Ḯךּ
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ṇ ṇ

1.1%

19.4%

79.6%

ểṖ

(93 )

3.3%
75.8%

20.9%

2Ṗ ךּ

︡ Ḵפּ (91 )

שּ לּ

ךּ
לּ ךּ

לּ לּ

שּ לּ לּ
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ṇ

אל ףּ פּ ḭ ךּ ︢ ︡ Ḯ
ḭ ḭ ḭAYA וֹ

ךּ ︢ ︡ Ḯ

צּ טּ ḭ טּ ︡ Ḯ

Ṅ פּ AYA נּ כֿ צּ קּ ︡ Ḯ קּ לּ ṇ
כֿ צּ ḭקּ פּ ךּ ךּ ︣Ḯ

ṇ
AYA צּ ︡ נּ ḭשּ
︡ ḭנּ ︣פּ ︣ Ḯ

ṇ ḵ
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פֿ טּ צּ ךּ︠פֿלּ ︡
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3
ṇ in

Ḳ

ṇ

MSW
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ṇ
• ṇ Ḳ 3 ṇ in 

ṡ ︡לּ Ḵ Ṣ

• Ḳ צּ ḱ

צּ ḱ

• Ḳ צּ ḱ

צּ ḱ

צּ ṇ

• Ḳ 4(2022) 1 22 ṕ Ṗ13Ḳ00Ṍ17Ḳ20 ṕ12:30 Ṗ

• Ḳ צּ ףּ צּ ḭ צּ
ךּףּ ḭּצ לּ Ḯ

צּ ︡ ךּ פּ ףּ ︡ וֹ Ḯוֹ

• Ḳ ḭWEB ṕZOOMṖ Ḯ

• Ḳ40 ṕ ḭ ︡ ḮṖ

• Ḳּצ ṇ ︡ ṇ פּ

אל ︡
ךּ קּ ︡ Ḯ
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ṇ
13:00Ṍ13:15

13:15Ṍ14:15
ṕ ḱ ḱ ḱ Ṗ

ṣ וֹףּ Ṥ

14:15Ṍ14:25

14:25Ṍ15:35

צּ ṇ
ḱ לּ צּ קּ ḭפּ

ךּ Ḯ
ḱ ( ṇ )

ḱ ḭ ḭ ḭ ḭ

15:35Ṍ15:45

15:45Ṍ16:50

ṇ ṇ
וֹףּ

( נּ )
ḭ ךּףּ כֿךּ

16:50Ṍ17:10

17:10Ṍ17:20

•

β 30 ṇ ṇ ṇ ḱ Ḯ
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ṇ
• Ḳ 4 ḭ 11

• ṇḲ

7 ( 4 ḭ 2 ḭ 1 )

ṇ ṇ 8 ( 4 ḭ 2 ￼ )

ṇ ṇ 9 (NCCḭ ḱ ḭ )

• Ḳ49 ( Ḳ ḭ ḭ ḭ )

• Ḳ49 לּ) Ḳ48 )

GW 6~7 + ṇ ṇ1 ú8 ṇ

• Ḳ ṇ (web ṇ ṇ )

Ḳ41 ( 83.7%)

ṇ
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ṇ ḱ

ṇ Ḳ

AYA ḭ

➢ ṇ קּ וֹפּ

︡ḭ ṇ Pick upḮ ṇ ךּ ךּ ṇ ḭ

ṇ Ḯ

β ךּ ︡
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ṇ ḱ
➢ ṇ ︡ ךּ

2021.7.6 web ṇ ḭךּ ṇ ︡ ︡ צּ ṇ Ḯ

ךּףּ ḭ Ṅ ṡ Ṣ ṇ Ḯ

ךּ ḭ ṇ ¬ ḱ צּ º ︡ ךּ ḭGW

Ḯ

ṇ COVID-19צּ צּ ḭ צּ ︡ ךּ

טּ ḭצּ ṇ ︢ ṇ ︡ Ḯ

ḭ ṇ ṇ Ḯ

➢ ṇ וֹףּ ḭ

ṇ צּ ︡ḭ ṇ ML ︡ ḭךּ

ךּ צּ Ḯ

➢ ךּףּ ḭNCC ṣ ṇ Ṥ Ḯ

66



︡ נּ כֿ
• ḭ 4 ︡ צּ ︡ קּ טּצּ ḭH30

ṇ צּ ṇ ︣ פּ ḭ¬ ḱ צּ º ︣
צּ ︡ ךּ Ḯ

• H31 ḭ ṇ צּ ךּ Ḯ

ṇ ︡ Ḯךּ

צּ קּ לּ ︡ Ḯךּ

לּךּ טּצּךּ ḭ ︡ טּ ṡ Ṣ ṇ Ḯ

• נּ טּ ḭ ṇ GW ︣ ṇ
פּ ḭGWצּ לּ ︡ Ḯ

• כֿלּ ḭצּ ︡ כֿ ḭ WEB
GW ︡ ךּ ךּ כֿ ḭצּ קּ ṇ Ḯ

• ṣּף ︡Ṥ ￼ Ḯ

PR ṇ ṇ
( )
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︡ נּ כֿ

• ḱ ךּ ︣ כֿ ḭ

︣Ḯ

• פֿ ︡ḭ נּ כֿ ︣Ḯ

• קּ Ḯ

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

צּ ṇ( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

ṇ( )

קּטּ ( )

וֹ ( )
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ṇ ︡
ṥ ṇ Ṧ

• אל ︠ פֿ ︡ ףּ פּ ךּ כֿשּ צּ קּ ︡ Ḯ לּ ṇ

ךּ ︣Ḯ

• ךּ צּ︣ וֹ ךּ נּ ︢ טּ כֿלּךּ צּ פּ ḭ וֹ קּ

כֿ צּ פּ ︣Ḯ

• כֿ צּ קּ Ḯ ︡ צּ אל ךּ כֿ צּ פּ Ḯ

קּ לּ צּ ︢ ḭ ︢ Ḯ

• Ṅ כֿלּ צּ ḭ ︢ Ḯ ḭ טּ כֿ ︢ ḭ

ךּ Ḯ

• צּ ךּ צּ נּ ︡ Ḯ ḭMSWḭ ḭ ךּ פּ

ךּ נּ ︡ Ḯ

• פּ אל ךּ ︡ ךּ ︡ ḭצּ פּ ︡ ךּ כֿ ךּ כֿ

כֿךּ ḭ ︡ צּ שּ לּ ︢ ︣Ḯ

• כֿ לּ ṇ ḭצּ︣ ︡ ḭ כֿ צּ ḭקּ ︡ Ḯ

לּךּ ךּ ḭ אל צּ ︡ צּ ךּ כֿ ︡ Ḯ

︡ Ḯּט צּ ךּ︠פֿלּ ︡ Ḯ

• ṇ ṇ צּ קּ ḭצּ ךּ וֹ ḭ ︢ ṇ כֿ

︡ כֿ צּ קּ ︡ Ḯ
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ṇ ︡
• ḭ ṇ וֹ ḭשּ נּ כֿ ṇ

︡ נּ ךּ Ḯ

• ṇ ṇ ḭ ṇ פּ ḭצּ אל ︡ ḭ

לּ לּךּ טּ Ḯ

• Web טּ ḭ צּ נּ ︢ ḭצּ צּ

ṇ ︡ צּ Ḯ

• ṇ ︣ טּ ḭ ṇ ṇ ḭ

קּ Ḯ ḭ ṇּצ ︡ ︡ ךּ

︣ שּ צּ Ḯ

ṇ אלשּ
ךּ קּ ︡ Ḯ
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ףּ …

NCC

ṇ ṇ

ṇ ṇ ︡ פֿ ךּ ךּ

כֿ ףּ ︡ḭ ︡ בֿ ︣Ḯ
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ˉ″ɵ ɔɫɁȭ 8ᶥ
̉ᴇ3₴↓ ᷂Ḣ ɓȧɶɧɞ

̯ σḸף

佐賀大学医学部附属病院

MSW 松本 美樹
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šḸףКὦŢ

σ
ɄɶɜɵɕɫȮɧɞ ὑȅǮǵ ȓ
ɔɫɁȭș Ǟǭ ǏǦǚǯ
ɔɫɁȭɓȧɶɧɞǯǞǭ♬ȐȓǦἶǺ
ȅǯȈ
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σ

̉ᴇ4₴2 12 ᶽ 13 00 17 10
◐╛ ὈЋȨɱɧȢɱ ZOOM
ᾍ ˉ″ᶷКǵǓȚ ᴣƲ ̝Ʋ ►

֓қ˲ ʝ ֓қ ׀1
ȨɔȴɶɎɶ ׀
ὕ Ỗᴣ ׀

► ׀4
̝ ׀

׀

₉ ̯ Ẏἶӣἶ ι
ǓȚȹɱȽɶ ᾟἧ ϼ

ˬ Ẏἶӣἶ ι
ᾭ ℅ἧ ₉
ᾛ′ ҷˋ

ὕ Ỗᴣ ̯ КǵǓȚ
►

Ħ͈₴Ƕֺ ȏȑὕ Ỗᴣș їǋǦǧǋǭǋȒ
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時間 プログラム

12：00 受付開始

13：00（15） ≪開会式≫
開会あいさつ
来賓あいさつ
オリエンテーション

13：15（30） ≪講演①≫がんゲノム医療について

13：45（40） ≪講演②≫がんゲノム医療に関する相談対応について

14：25（15） 休憩

14：40（60） ≪各県の取り組み発表≫各６分×8県

15：40（5） アイスブレイク

15：45（60） ≪グループワーク≫

16：45（10） がん医療ネットワークナビゲーターについて

16：55（15） 閉会式
講評
閉会あいさつ
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2.ɄɶɜɵɕɫȮɧɞ ὑȅǮǵ ȓŪ

テーマやプログラム決定における体制
→例年主催県の実行委員でテーマを検討、合わせて講師選定やプログラム構成を検討している。

今回：オンライン開催のため、県外実行委員は設けず。
県内実行委員で下記プロセスでテーマ選定など実施した。

【県拠点相談員】

テーマ・講師検討

【佐賀県相談支援部会】

テーマ・講師・プログラ

ム構成等について相談、

確定

【九州ブロック

ミーティング】

報告

部会メンバーとのミーティング
の結果取り組み発表・グループ
ワークも実施する方向へ

オンラインであり、他ブロッ
クの実績を参考に講義形式で
提案
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2.ɄɶɜɵɕɫȮɧɞ ὑȅǮǵ ȓū

※令和２年度開催計画時点で
・２０１８年の第三期がん対策推進基本計画でがん相談支援センターの役割に

“がんゲノム医療に関する相談対応”が追加された

→しかし、みんな対応に不安もあった…
・ゲノム医療に関して相談員も正確な情報提供できるようになりたい

・知識や情報提供のみに終わらない相談対応がしたい
・患者さんの不安や想いに寄り添える対応が必要
・相談員同士で日ごろの悩みや対応について共有したい

＋ ＝ Ḹȉ ᴣǯǞǭ
ș♬ǫǫƲǓȚ ǵԍ ș

⸗ȓǱǋᾍꜘșǚǚȔǓǘǦǋ

ȽȢɆɩ ǵ ḸǶǓȚȰɌɞƲǓȚ ǵԍ ǶĢ
ǲ ὑ

77



3.ɔɫɁȭș Ǟǭ ǏǦǚǯ

ǀ ȑ ȆǦǋ ǁ
ɵ ṑș ǏǦ Ḹ˧ ȋƲ ᴣֿṲǮǵ˧ ș ǞǦКὦ ǲǞǦǋ
ɵ ᾍꜘǵ ׄʣȋᾍꜘҘ▌ӓǲׄǘǭƲ̀ ǵ֝ȑ Ȇȋ ǱǰВ ǞǦǋ
ɵ Ʋ ̝Ǳǰˉ″ɔɫɁȭǮǵɓȧɶɧɞș ǟǦǫǱǓȑȉẎўǲǞǭǋǔǦǋ

ǀɕɫȮɧɞКὦǁ
ɵ ǵ ͬǵȆǮǱǖƲ ᴣֿṲǵ˧ ǓᶫȓȒȮɩɶɕɭɶȭș ȑ ȇ
ɵ̀ ǵ֝ȑ Ȇ ș ǠȒǦȈǲƲֺ ǒȐǵ֝ȑ Ȇ ș͒ ǠȒ

ǀ ǞǦǋ ǋǁ
ɵ ᴣǵ ♬ǯǯȉǲƲ ᴣֿṲǵȹɩɓȯȠǵ ̝ȉ ͑ǮǔȒ
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4.ɔɫɁȭɓȧɶɧɞǯǞǭ♬ȐȓǦἶǺ

アンケートより…
・がんゲノムについて、最新情報を含め改めて知識の確認ができた。
・他県の取り組みなどを共有でき有意義がった。
・自県の相談員だけでなく、他県の相談員との交流が得られた。
・患者会から直接意見を聞くことができたことが貴重であった。

目標にはおおむね到達できた

九州ブロック初のオンライン開催
・オンラインならではの長所、短所どちらも経験ができた
・今後フォーラムを開催するにあたり、開催形態の選択肢が広がった
・参加のハードルを下げることができ、次回参加のきっかけにもなった

それ以外に得られたこと
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5.ȅǯȈ

ɵɄɶɜ ὑǱǰƲɔɫɁȭЋ̱Ǯ ǠȒⱳ ǓǉȒ
ɵɔɫɁȭɓȧɶɧɞǵ ǜș╠ǔїǠǦȈǲ
Ȯɩɶɕɭɶȭȋ֝ȑ Ȇ ș Ȇ ȚǮȏǒǪǦ
ɵȨɱɧȢɱ σǮƲ ǮǉǪǭȉ ṑș ǏǦ ᴣֿṲǵ
ὑ Ǳ˧ Ƕⱳ
ɵ ̝Ʋ Ǳǰ˹♥ȉɓȧɶɧɞș ǟǭǮǔǦǫǱǓȑșẎўǲ
ǞǭǋǔǦǋ
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Ǥǵ̀Ģ
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WEB σǮǵ›ẑ

ネット環境の整備
ZOOMの操作

タイムスケジュールの管理

グループワーク
（記録の取り方、共有方法など）

アンケート

ルーターの設置
システム担当業者へ依頼

取り組み発表を事前収録にするなど
時間超過を考慮した構成にする

記録はPCからの参加者に依頼する
記録方法はPowerPoint に指定

発表グループを指定し、画面共有で全体共有

Googleフォームを使用
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► ǵ ἧ

司会

システム
業者

≪グループワーク≫
記録はPowerPoint

画面共有で全体に共有
しました

会場に集まった
実行委員

打合せの
様子
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ǒȐ

ɵȨɱɧȢɱǶ Ҳǵ ǓǱǖ֓қǞȋǠǒǪǦ
ɵֺ ǵ֝ȑ ȆǓВ Ǯǔǭ֓ ǲǱǪǦ
ɵȱɫɈ ǵ ǱǰƲ ᴣֿṲǮВ ǮǔȏǒǪǦ
ɵȨɱɧȢɱǮȉȮɩɶɕɭɶȭǱǰȉ ȑ ȅȓϹὕǞǭǋǦ
ɵȮɩɶɕɭɶȭǵ ǓᾜǱǖƲ ӓʥ ǧǪǦ
ɵ ǵ Ǳǰ˗Ѽǲ ǓǉǪǦȂǍǓȏǒǪǦ
ɵ σ ǲ Ǟǭ ̜ǵʴ ǵǦȈƲ КǮ֓қ ὑǲ ǞǦ

Ǳǰ
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Ǜ ǉȑǓǯǍǛǝǋȅǞǦ
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地域相談支援フォーラムへの協力可能事項

詳しくはこちらのページをご参照ください。

医療関係者向けページHOME＞セミナー・フォーラム＞地域相談支援フォーラム
＞地域相談支援フォーラムへの国立がん研究センターの協力依頼について

https://ganjoho.jp/med_pro/vod/training_tdfk/forum/forum.html
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2. צּ ṇ

3. ṕ ︢ Ṗ ṇ

4. ḱ

5.
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